
第
九
容

筋

一

班

袋

田
六

宍

道

湖

の

繊

度

問

題

ハ
讐

小

牧

安

楽

基
底
で
此
の
革
質
は
今
野
-
問
題
外
だ
し
仰
他
口
の

吟
味
を
待
つ
事
だ
す
る
も
'
地
形
上
か
ら
､
即
も
前
述

の
如
き
等
高
線
の
工
令
か
ら
'
斐
伊
川
は
西
杵
築
海
方

面

へ
二
度
､
東
宍
道
机
方
面

へ
三
度
(
現
在
共
に
)河
道

を
曝
移
し
な
が
ら
基
の
都
度
河
口
に
こ
高

洲
を
形
成
し

っ
っ
､
御
門
の
平
原
を
敬
連
せ
し
め
現
今
に
至
っ
た
も

の
で
､

一
の
三
角
洲
が
直
ち
に
北
延
し
て
北
山
山
麓
に

通
し
た
の
で
は
な
-
､
従
っ
て
宇
灘
貝
塚
築
成
時
代
ま

で
糊
れ
ば
､
斐
伊
川
の
三
角
洲
は
未
だ
北
川
両
党
迄
は

連
せ
ず
､
･其
の
間
､
杵
築
播
ビ
宍
道
湖
･J･J
を
朝
通
せ
し

む
る
海
峡
叉
は
水
道
が
存
在
し
た
の
で
は
な
か
ら
-
か

TJ
m
心
は
し
め
る
節
が
な
い
で
も
な
い
｡

然
し
な
が
ら
此
れ
に
は
確
か
な
る
龍
城
が
な
-
'
果

し
て
左
様
で
あ
っ
た
か
'
今
之
れ
を
漸
言
し
稗
る
時
機

に
達
し
な
い
の
に
劃
し
て
､
東
根
'
斐
伊
川
及
び
榊
声

川
(主
ビ
し
て
斐
伊
川
)
の
三
角
洲
が
案
外
早
-
北
方
に

延
び
て
居
て
､
殆
ん
..I/J
北
山
山
脈
開
発
に
到
達
し
て
居

た
の
で
は
な
い
か
ど
の
考

へ
の
方
が
p
現
佐
陀
川
筋
の

先
史
地
即
研
究
の
特
異
か
ら
､
此
政
的
許
さ
る
べ
き
も

の
.ど
し
て
採
用
し
て
よ
い
の
で
は
tIbか
ら
-
か
O
斐
伊

川
三
角
洲
AJ-J北
山
山
脈
商
蕊
.yJ
の
問
に
'
票
灘
貝
塚
集

成
時
代
贋

い水
面
が
春
L
t
宍
道
湖
ビ
酉
杵
築
縁
ど
を

刑
連
絡
せ
し
め
て
屠
た
W
l芯
ふ
確
賓
な
晋
嘘
が
上
ら
な

い
以
上
は
､
余
は
暫
ら
-
､
現
佐
陀
川
筋
の
先
史
地
理

的
研
究
の
鮎
基
か
ら
､
斐
伊
川
三
角
洲
及
び
北
川
山
脈

の
間
者
は
殆
ん
}/J
接
近
し
て
居
た
も
の
で
､
其
の
間
然

か
-
燐
大
な
水
間
な
-
.
若
し
水
面
が
存
し
て
崇
逆
潮

ビ
杵
築
侮
ビ
を
相
通
せ

し
め
て
居
た
▲さ
し
て
も
'
其
れ

は
E｡叫
な
る
狭
水
道
で
あ
っ
た
に
過
ぎ
ぬ
ビ
考

へ
庇
い
｡

甚
だ
微
温
的
で
は
あ
る
が
材
料
の
示

充
分
な
間
は
之
れ



位
の
事
し
か
云

へ
な
い
の
で
あ
っ
て
遺
憾
で
は
あ
る
が

数
万
が
な
い
｡

賓
際
穂
高
十
米
以
下
の
沖
積
平
野
だ
経
も
然
か
-
新

ら
し
い
生
成
に
か
か
る
も
の
で
は
な
い
｡
其
れ
は
か
か

る
低
単
の
平
野
に
is,既
に
出
雲
風
土
紀
編
纂
時
代
東
渉

の
教
蓮
し
て
居
た
轟
賓
に
よ
っ
て
知
れ
る
.
其
の
香
港

は
次
の
如
き
も
の
で
あ
る
｡

大
部
郷
(窓
宇

部
)

今
の
八
米
郡
入
超
村
大
串
火
滞
附
近
'
箪
=川
十

米
以
下
､
似
七
米
や
以
上
に
仙
促
す

央
退
郷
(
同

部
)

今
の
八
光
那
宍
迫
の
町
附
鮎
､
総
高
十
米
･S
T

鶴
故
郷
(～;
蟹
郡
)

今

の
肱
川
郡
餅
餌
付
*
.談
附
近
､
梯
端
十
米
以

下
入
野

郷
(
帥
門
郷
)

今

の
紋
川
部
四
縫
付
火
野
附
妊
'
拙
高
十
米
以

下
t
TFE;
も
五
米
以
下

古
志
郷
(紳
門
那
)

今
の
純
川
部
古
溢
柑
'
上
古
怒
､
下
有
益
'
古

志
町
附
虻
に
甜
る
'
榛
高
十
釆
以
下
に
枕
粧
す

狭
紳
騨
(紳
門
郡
)

郡
家
即
ち
甘
怒
郷
と
同
所
､
披
市
十
米
以
下

梯
高
十

米
以
下
の
沖
積
平
野
.,J
錐
も
飴
か
-
新
ら
し

い
壁
成
に
係
る
も
の
で
は
な
い
事
は
如
上
の
翼
蕗
が
既

に
風
土
記
編
纂
時
代
標
高
十
弗
以
下
の
平
地
に
簸
注
し

て
居
た
の
で
桝
か
で
あ
る
｡

宍
路
側
の
朗
舵
的
蜘

風
土
記
編
纂
時
代
標
高
十
朱
以
下
の
平
地
に
凝
逢
し

て
屠
た
駄
藩
は
以
上
の
六
個
郷
に
止
る
が
､
暫
時
同
じ

-
十
米
以
下
の
平
地
に
醐
配
の
奉
伺
せ
.ら
れ
て
居
た
も

の
は
可
な
ゎ
に
多
-
'
左
の
十
飴
配
を
畢
げ
る
轟
が
田

凍
る
｡
細
配
の
位
置
に
裁
て
は
主
ビ
し
て

｢
出
蛋
風
土

記
者
驚
｣
を
盛
考
し
た
｡

琴

且
放
敢
(窓
字
郷
)

今

松
江
附
米
南
部
の
"/
ア
キ
紳
批
'
鶴
は
英

よ
り
瀬
'
南
紳
刑
に
あ

っ
た
'
斑
文
中
申
今
の
敵
地
に
移
し
た
､

耕
し
飴
ら
ば
標

高十
米
川fl
T
の
地
に
布
し
た
の
み
な
ら
ず
､
模
試

五
米
以
下
に
存
し
た
郎
と
な
る

多
加
比
批
(
窓
字
抑
)

今
枚
江
市
の
取
分
'
東
沖
川
の
同
日
大
明
紳

甘_?
距
十
米
以
下
'
関

も

洗
米
以
下

阿
太
加
夜
批
(怒
字
郡
)

今
八
米
郷
川
蟹
郷
相
見
苗
大
明
糾
.
筒
拒

十
米
以
下

大

野

津
批

(

救

出
那
)

今
八
東
那
火
野
村
火
野
川
の
川
口
に
虻
-
其

の
如
側
.1
あ
る
'
此
虚
は
i;
ほ
舶
紺
で
あ
っ
た
､
津
の
我
恥
E
H
人

誤
っ
て
角
森
JJ
辞
-
､
棚
吊
正
米
以
下
に
佃
促
す

鳥
尿
杜
(佃
望
郷

)

今
肱
川
郡
伊
舷
野
村
の
北
部
鳥
原
大
明
布
.
扱

高
十
米
以
下
に
布
衣
す
る

御
非
批
{出
資
郡
)

今
鮫
川
郷
砿
江
村
榊
非
にこ
あ
る
､
郵
倣
局
の
退

な
ら
ば
､
枇
高

十
米
以
下

僻

批
(比
重
淋
)

級
州
那
久
水
村
今
衣
家
の
閥
長
と
云
ふ
地
に
お

宅

四

七



地

球

節
血
怨

っ
た
が
児
永
の
純
水
に
流
亡
､
鈷
ら
げ
標
高
十
米
以
下

都
卒
･JE
敢
(出
質
邪
)

肱
川
郡
直
江
柑
下
政
江
の
添
田
大
桐=
糾
､

江
町
と
原
成
JJ
の
中
間
に
あ
る
､
触
ら
ば
槙
高
十
釆
以
下
.
何
-

玉
来
以
下
に
倣
紀
す
る
P
二
鵡
五
千
分

!
地
形
脚
に
は
依
嘱
ね
漆

治
と
誤

っ
て
屠
る
｡

矢
野
政
(帥
門
邪
)

簸
川
郡
凹
躍
柑
矢
野
に
あ
る
､
銀
ら
ば

梯
高
十

栄
以
下
､
而
J
五
米
以
下
に
低
位
す
る
常
で
あ
る
｡

阿
利
敵
へ
榊
門
郡
)

-
と
､
今
の
簸
川
郡
鞄
冶
村
阿
利
原

(
今
有
原

と
云
ふ
)
に
あ
っ
た
.
ぬ
ら
ば
標
高
十
米
以
下
両
-
,
五
米
に
近
い

肝
に
布
衣
し
た
常
で
あ
る
｡

大
山
批
(紳
門
郡
)

波
川
邦
E
I縦
材
小
山
杜
で
あ
る
､
糸
ら
ば
摂
南

十
米
以
下
に
あ
り
河
i
五
釆
以
下
に
布
衣
す
る
課
で
あ
る
Q

以
上
の
如
き
多
数
の
紳
牡
が
既
に
風
土
記
編
纂
時
代

樺
高
十
光
以
下
の
卒
地
に
存
在
し
た
の
で
あ
っ
て
.
以

て
十
米
以
下
の
沖
積
平
野
ビ
雄
も
熱
か
-
新
ら
し
い
も

の
で
は
な
い
轟
の
密
接
ビ
な
し
得
る
で
あ
ら
う
0
勿
論

風
土
記
編
集
時
代
の
紳
配
は
其
の
後
奉
岡
の
位
置
が

山

足
し
て
居
て
少
し
も
移
蒋
せ
ら
れ
な
か
っ
た
E
は
考

へ

ら
れ
や
.
原
位
置
か
ら
移
樽
せ
ら
れ
た
革
が
あ
る
に
蓮

ひ
な
い
が
､
上
記
の
如
き
此
奴
的
多
数
の
も
の
が
十
米

見
下
の
平
地
に
存
在
す
る
の
む
見
て
僻
之
れ
盈
-
高
度

妨

7
故

実

四
八

十
米
以
下
の
平
地
の
早
き
時
代
に
於
け
る
磯
連
の
腎
癌

だ
な
す
に
足
ら
ず
ビ
し
て
着
通
し
得
る
で
あ
ら
う
か
｡

余
は
審
ろ
今
日
に
於
い
て
は
'
此
等
神
政
移
樽
の
託
鮪

な
-
'
又
同
塵
の
俸
説
も
な
く
､
従
流
の
研
究
に
七
っ

て
其
の
移
纏
の
立
役
せ
ら
れ
て
居
な
い
以
上
背
ら
-
共

等
帥
社
は
風
土
記
編
纂
時
代
の
原
位
置
に
あ
-
～
又
上

記
の
中
移
樽
の
事
の
侍

へ
ら
れ
て
居
る
小
数
の
も
の
は

其
の
曹
位
置
が
風
土
記
編
纂
時
代
の
原
位
置
に
潜
る
も

の
k}し
て
考

へ
て
贋
か
-
}J
瓜
ふ
｡

而
し
て
､
上
記
の
如

-
風
土
記
編
各
時
代
政
商
十
米

以
下
の
平
地
に
存
在
し
た
事
務
及
び
紳
配
の
中
に
腰
高

玉
来
以
下
の
平
地
に
存
在
し
た
も
の
が
可
な
Jl
に
多
-

凝
見
せ
ら
れ
る
革
質
は
最
も
任
意
に
償
す
る
だ
恩
ふ
じ

上
紀
の
中
玉
来
以
下
の
平
地
に
存
在
し
花
束
静
は
､
入

野
郷
(今
の
矢
野
附
近
)
で
あ
-
､
同
軸
配
は
､
賓
豆
澄

配
､
多
加
此
配
､
大
野
津
政
､
都
牟
自
社
､
矢
野
就
'

大
山
証
で
あ
る
｡

此
の
革
質
は
風
土
記
編
纂
時
代
に
於
い
て
既
に
､
現

今
襟
帯
hJ
米
に
満
た
ぬ
低
卑
な
沖
積
平
野
が

山
部
存
在

し
た
の
み
な
ら
ず
'
葦
蕗
及
び
乗
務
民
墓
邦
の
封
象
た

ヽ



る
醐
乱
が
､
此
度
に
形
成
建
立
せ
ら
れ
て
居
た
輩
を
示

す
｡
換
言
す
れ
ば
穂
高
五
米
以
下
の
沖
積
平
野
ビ
経
も

普
通
に
考

へ
ら
れ
る
如
-
然
か
-
新
ら
し
い
銀
成
に
係

る
も
の
で
は
な
い
事
を
静
接
立
て
て
屠
る
｡

以
上
列
記
し
た
p
標
高
正
米
以
下
に
位
す
る
幣
弥
及

び
醐
配
の
中
'
褒
豆
蘭
牡
､
多
加
此
配
､
大
野
醐
配
､

は
其
の
地
班
的
位
置
の
聞
係
上
'
今
潜
函
の
問
題
だ
す

る
刷
門
の
平
野
ビ
匿
按
の
銅
係
が
な
い
か
ら
､
曹
ら
-

除
外
す
る
▲1J
し
て
入
野
郷
及
び
和
傘
自
社
'
矢
野
乱
､

大
山
酢
が
p
出
雲
風
土
記
編
罫
時
代
､
現
在
の
標
高
五

兼
以
下
の
紳
門
平
原
の

l
部
に
存
在
し
た
事
は
､
何
を

吾
人
に
示
指
す
る
か
｡

標
高
玉
来
以
上
の
平
野
は
勿
論
'
五
米
以
下
の
平
地

ビ
経
も
､
案
外
古
き
年
成
に
係
-
'
其
の

1
郵
即
ち
斐

伊
川
左
岸
に
於
い
て
は
'
欠
野
'
小
山
'
右
岸
に
於
い

て
は
'
漆
溜
附
近
陸
地
の
蕪
戒
が
既
に
出
雲
風
土
記
編

纂
時
代
以
前
ま
で
潮
-
得
る
事
は
上
述
の
革
質
に
よ
っ

て
明
か
で
あ
る
が
､
同
時
代
に
於
い
て
'
既
に
陸
地
で

あ
っ
た
部
分
は
'
醐
門
平
野
に
於
い
て
罫
に
斯
か
る
小

範
囲
に
亘
る
の
み
で
は
な
い
0
杵

築
海
沿
岸
に
は
'
薗

宍
澱
粉
の
髄
腔
間
樫

ヽ

長
鵜
の
砂
丘
が
形
成
せ
ら
れ
て
屠
り
､
又
少
し
-
内
陸

に
督
っ
て
も
現
在
の
鷹
山
の
砂
丘
が
形
成
せ
ら
れ
て
居

た
ビ
皿
は
れ
る
の
で
あ
る
｡

出
雲
風
土
記
醐
門
郡

醐
門
水
源
の
帳
に

｢
紳
門
水

源

郡
家
正
酉
四
旦
牛
五
十
渉

周
珊
五
里
七
十
四
歩

ボ
ラ

チ
ニ

ス
.,
キ

フナ

カ
ラ
スが
じ

裡
則
有
臨
魚

､
銭

仁

'
須

受

研

'

鮒

'
玄

蝿

也

即
水

源
輿
大
海
之
間

有
山

長
廿
二
盈
二
百
碑
四
歩

旗

三
里

此
者

今
俗
人
唾

石
薗
於
山

地
之
形
憶

壊

I-ナ

石
並
無

白
沙
耳
積
上

即
於
林
茂
蟹

田
風
吹
時

沙

イ
マト
シゴ
ト
Liウ
ヅ
サリ
ナ

ウ
ヅ
モ
レ
ハサン
カ

飛
流

掩
埋
於
林

今

年

埋

草

退

恐
蓬

被

埋
己

輿

｣

だ
あ
-
.
又
全
損
婁
郡
の
櫨
に

｢
薗
長
三
駁

7
官
歩

廉

一
旦
二
宮
歩

給
繁
多
奥

即
事

融

門
水
泡
一

迫

▲lナ
下

大
海
潮
長
三
旦

腐

一
LTTT二
十
歩

此
則
出
雲
奥
紳
門

二
郡
堺
也
｣
ど
あ
っ
て
､
現
在
の
醐
西
湖
S
西
方
か
ら

北
方
に
向
つ
て
薗
於
山
の
砂
丘
が
春
し
､

潟
だ
し
て
の

紳
門
水
揮
(現
帥
両
軸
の
前
身
)
の
排
水
口
を
隔
て
て
史

に
北
方
杵
築
の
方
面
に
蘭
の
砂
丘

(
砂
丘
未
だ
聴
連
せ

ず
松
を
有
す
る
砂
燐
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ね
が
恐
ら
-

砂
丘
が
磯
適
し
て
居
た
ら
し
い
轟
は
､
薗
松
山
及
び
歯

の
現
状
此
蚊

に
よ
っ
て
略

推
測
田
凍
る
)
が
馨
達
し
で

男

四
九



地

球

第
九
魯

居
た
事
が
知
れ
る
の
で
あ
る
｡

此
の
革
貸
よ
-
推
せ
ば
､
現
在
の
洛
山
砂
丘
の
地
に

も
歯
時
又
た
既
に
砂
丘
が
礎
達
し
で
居
た
に
造
ひ
な
い

ビ
皿
は
れ
る
｡
即
ち
此
れ
bJ
薗
松
山
及
び
薗
ど
の
現
状

比
較
に
よ
っ
て
推
測
し
柑
る
所
で
あ
る
｡

後
藤
氏
は

｢
出
雲
風
土
紀
考
静
｣

(
二
八

一
貫
)
に
於

い
て

｢
桧
山
の
長
骨
二
旦
二
宮
珊
囲

碁

は
､

1
十
二
旦

二
官
珊
四
歩
の
髄
卜
車

あ
ら
-
L
ビ
せ
ら
れ
た
が
､
著

し
此
の
松
山
の
長
さ
が
醐
酉
湖
の
前
身
た
る
紳
門
水
源

の
南
珊
通

子
I
皆
時
の
招
宴
郡
界
即
ち
現
今
の
醐
月
明

口
の
蓮
ま
で
の
長
さ
&
去
っ
た
も
の
だ
す
れ
ば
､
後
藤

氏
の
指
摘
さ
れ
た
如
-
､
廿
二
里
は

1
十
二
度
の
観
で

あ
ら
-
～,･J
瓜
ふ
｡
風
土
記
妙
に
は
伸
門
氷
海
は
膚
速
は

現
在
の
二
部
蓮
ま
で
延
び
て
居
た
様
に
云
っ
て
居
り
'

叉
地
形
上
其
れ
は
許
さ
れ
る
考

へ
で
あ
る
か
ら
基
か
ら

現
帥
門
河
口
ま
で
の
距
離
を
計
測
す
る
ビ
大
概

1
十
二

里
二
宵
仲
田
歩
位
k}な
る
の
で
あ
る
｡
斯
-
の
如
-
訂

正
し
て
考

へ
る
亡
､
薗
松
山
に
閥
す
る
風
土
託
の
配
我

は
甚
だ
詳
細
で
あ
ーり
､
贋
さ
即
ち
幅
員
の
方
は
大
磯
現

在
の
情
態
ビ
各
す
る
し
1
秒
丘
の
情
態
に
就
い
て
は
評

歩

7
沸

き

五

〇

細
に
叙
逃
し
て
周
っ
て
､
之
れ
を
以
て
し
て
は
暫
時
に

放
け
る
砂
丘
の
存
在
を
否
定
す
る
帯
に
は
ゆ
か
ぬ
の
で

あ

る

○

薗

の
虞
さ
即
ち
幅
員
に
就
い
て
後
藤
氏
は

｢
此
蓮
の

演
は
漸
々
に
砂
の
堆
積
に
よ
-
て
贋
さ
を
均
す
｡
今
は

小r小シ
ー{

汀
線
が
館
岩
に
逢
し
た
｡
天
保
時
代
ま
で
は
親
鳥
の
筒

の
下
ま
で
波
が
打
ち
寄
せ
､
荒
れ
の
睦
に
は
通
行
が
川

東
t･.6
か
っ
た
｡
そ
し
て
こ
れ
よ
-
以
北
に
は
砂
潟
は
tI･b

か
っ
た
｡
こ
れ
を
以
っ
て
見
れ
ば
'
天
平
時
代
に
は
汀

線
は
造
か
に
兼

へ
退
い
て
屠

っ
た
で
あ
ら
-
｣
(
出
掌
風

土
.F=
考
澄
二
四
大
貫
)
竺

hr
は
れ
､
現
在
は
潜

時
S
幅

員

.I
畢

一首
歩
よ
-
顔
-
な
っ
て
居
る
輩
を
暗
示
せ
ら

れ
た
が
従
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
.

菌
の
長
さ
に
就
い
て
同
氏
は

｢
紳
門
水
源
よ
-
大
濠

に
迫
ず
る
口
は
'
今
の
岡
島
よ
-
二
十
飴
町
覇
で
あ
っ

た
ら
-
｡
そ
の
間
が
即
ち
蘭
で
あ
る
L

至
芸
は
れ

(
同

啓
二
凹
大
貫
)
従
ふ
べ
き
で
あ
る
横
で
あ
る
が
'
著
し

そ
う
だ
す
れ
ば

｢
長
三
度

1
可
歩
｣
至
芸
ふ
数
字
に
は

誕
-
が
あ
る
事
に
な
る
.
恐
ら
-
誤
-
で
あ
ら
-
ビ
塩

は
れ
る
が
､
著
し
左
政
で
な
い
だ
す
れ
ば
､
醐
門
氷
海



の
H
は
現
在
の
醐
門
河
にー
よ
-
虹
に
北
で
あ
っ
た
か
'

叉
化
は
常
時
の
人
は
蘭
の
長

さ
を
現
在
の
繍
島
よ
-
敬

に
南
方
の
所
よ
-
起
算
し
た
の
で
あ
ら
-
｡
然
し

斯
か

る
問
題
は
今
の
主
題
に
直
接
の
関
係
は
な
い
か
ら
乾
に

機
を
見
て
論
す
る
事
だ
な
し
'
兎
に
角
風
土
記
編
碁
時

代
杵
築
方
面
よ
-
南
方
醐
門
河
口
に
向
っ
て
突
出
す
る

砂
洲
著
し
-
は
砂
丘
を
戴
-
砂
洲
が
存
在
し
此
所
に
於

が
繁
茂
し
て
居
た
事
が
風
土
記
の
記
事
に
よ
っ
て
推
定

せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
｡

此
の
地
は
現
在
標
高

〓
ハ
米
'

一
入
米
;.
.I
八

･
五

米
等
を
最
高
瓢
ビ
す
る
砂
丘
地
で
あ
る
が
､
此
の
革
賓

か
ら
推
せ
ば
､
其
の
兼
方
の
砂
丘
地
'

1
七

｡
入
来
､

二
九

｡
三
米
､
凹
六

二
ハ
米
'
四

1
米
等
を
最
高
鮎
ビ

す
る
､
朝
里

L･石

鎚
ケ
晒
南
方
に
運
瓦
す
る

.i
塊
の
砂

丘
地
が
皆
時
赤
化
既
に
砂
丘
地
p
少
-
ど
も
砂
洲
～J
L

で
存
在
し
た
帝
は
推
測
に
難
-
な
い
｡

静
時
は
刷
門
水
推
な
る
も
の
が
春
L
t
現
榊
門
平
野

の
廉
い
部
分
を
水
面
を
以
て
占
め
て
居
陀
革
は
革
質
で

あ
る
｡
風
土
記
に
よ
れ
ば
郡
家
の
寓

四
里
五
十
歩
用
珊

五
里
七
十
四
歩
で
あ
っ
た
の
で
､
風
土
絶
妙
に
は

｢
帥

宍
逝
湖
の
戯
駐
関
越

蛸
､
三
部
､
二
部
､
大
池
､
板
津
､
佐
須
揮
､
酋
薗
'

湊
'
荒
木
､
潰
､
入
南
'
修
押
免
'
麦
秋
'
造
堆
､
常

於
､
江
田
､
松
寄
下
'
梼
引
､
下
庄
､
大
島
.
知
井
宮

沖
村
'
紳
酉
襖
等
諸
相
を
遼
-
て
､
悉
-
以
っ
て
水
海

中
.,･J
な
す
｣
ど
し
て
居
る
が
.
賓
際
は
左
裾
頗
い
も
の

で
は
な
-
'
殊
に
砂
に
云
ふ
如
-
頗
い
も
の
で
は
t･i
か

っ
だ
｡
後
藤
氏
も
云
ほ
れ
た
如
-

(
出
賓
風
土
瀧
考
静

二
八

1
貫
)｢
修
珊
免
､
菱
根

へ
か
け
て
水
源
ビ
せ
ば
､

周
冊
五
里

七
十
四
歩
よ
-
も
大
き
か
ら
-
か
ら
.
捻
寄

下
あ
た
-
が
'
北
の
限
り
で
あ
っ
た
ら
-
｡
さ
-
し
て

後
世
に
菱
恨
池
に
な
っ
た
朋
は
'
別
に
水
溜
り
に
な
っ

て
居
た
ら
-
ビ
息
は
れ
る
｣

の
で
あ
る
｡

.k=
L
で
帥
門
水
源
が
督
時

既
に
槻
水
で
は
な
-
単
醍

寧
決
の
滑
で
あ
っ
た
罫
は
注
意
に
植
す
る
｡
出
雲
風
土

記
に
前
記
の
如
-
御
門
水
源
の
産
物
だ
し
て

｢
構
魚
'

鏡
仁
'
須
受
映
.
鮒
'
玄
賊
｣
を
鶴
げ
て
居
る
が
､
鯨

魚
は
｢
本
革
｣
に
｢
楠
魚
似
鯉
｣
だ
あ
-
'
ボ
ラ
で
あ
っ
て

之
れ
は
'
内

轡
河
口
等
の
操
さ

1
光
乃
至
十
六
兼
の
中

層
に
群
樺
し
流
洋
に
出
る
罫
稀
で
夜
間
澗
榊
に
乗
じ
て

水
の
上
智
に
群
凍
､
食
餌
だ
し
て
は
泥
土
中
に
存
す
る

慧

五

7



地

球

第
九
魯

有
機
物
を
泥
浮

だ共
に
呑
み
僚
巻
物
の
み
を
嘩
下
す
る

習
蛙
を
有
L
鯉

鰻等
ビ
共
に
地
中
に
養
殖
せ
ら
れ
水
質

多
少
臓
味
を
帯
び
る
慶
は
其
の
成
紐
顧
著
で
あ
る
笠

石

ふ
罫
で
あ
り

(
藤
田
経
信
薯
p
日
本
水
産
動
物
撃
､
二

八
二
-

二
八
三
百
)
須
受
桝
は
紙
で
あ
る
革
明
か
で
之

は
近
海
性
p
泥
さ
十
三
乃
至

二
十
米
､
縁
戚
に
砂
磯
が

あ
り
多
少
海
敦
の
繁
茂
す
る
場
所
に
常
松
し
冬
期
は
河

よ
も
海
に
下
-
夏
期
は
海
よ
-
河
に
過
き
､
場
長
約
六

十
糎
ど
な
れ

ば
秋
冬
の
交
淡
臓
雨
水
の
混
和
す
る
河
口

の
欄
操
所
に
産
卵
す
る
習
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
-
､

(仝
沓
p

〓
ハ
兼
官
)
､
鮒
は
静
穏
な
沼
地
等
に
棲
む
も

の
で
あ
り
(仝
番
､
二
九
六
富
)'
玄
蛸
は
出
雲
風
土
記

考
欝
(
二
八
C
質
)
に
カ
ラ
ス
ガ
ヒ
ビ
せ
ら
れ
て
居
る
が

若
し
然
FI
ど
す
れ
ば
之
れ
は
本
州
各
地
の
湖
沼
に
多
-

淡
水
の
軟
泥
地
に
常
樫
す
る
習
慣
を
有
す
る
も
の
､
若

し
カ
ラ
ス
ガ
ヒ
で
な
い
に
し
て
も
堀
の
玄
い
も
の
で
あ

る
か
ら
牡
蛎
の
種
頻
で
あ
る
串
確
か
で
'
若
し
然
-
ど

第
7
髄

室

尤
こ

す
れ
ば
之
れ
は
我
邦
の
結
滞
に
度

し
淡
水
の
洗
流
す
る

朗
は
多
少
之
れ
を
塵
せ
な
い
斯
は

な
-
洩
梅
の
沙
泥
土

に
種
息

･-
る
も
の
で
あ
-

(
全
巻
､
五

一
七
-
五

一
八

質
)
､
銀
仁
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
不
明
で
あ
る

那
.
若
し
之
れ
を
チ

エ
だ
訓
す
る
な
ら
ば

(
出
雲
風
土

記
考
滞
二
八
C
頁
)
r
ち
ぬ
｣
即
ち
盛
鯛
の
異
名
な
る
串

明
か
で
､
之
れ
は
静
穏
な
近
海
の
探
さ
玉
来
乃
至
四
十

米
に
骨
稜
L
.
洩
所
に
凍
る
や
屡

々
尾
を
悼
ひ
其
底
士

を
撹
乱
し
て
玖
塊
等
を
食
食
す
る
習
性
を
有
L
t
稚
魚

は
之
を
カ
イ
ブ
ビ
綱
L
夏
期
屡
々
淡
水
に
上
る
二
だ
が

あ
る
ど
の
事
で

あ
る(
藤
田
鮭
信
者
､
日
本
水
産
動
物

撃
､

一
九

〇
貢
)
か
ら
､
此
等
を
産
し
た
紳
門
水
源
は

牛
戯
牢
演
の
滑
で
あ
っ
た
ビ
息
ほ
れ
る
の
で
あ
る
｡
殊

に
紺
を
魔
し
た
串
よ
-
見
れ
ば
紳
門
水
源
も
其
の
内
部

の
奥
ま
-
は
飴
程
嚇
皮
が
少
な
-
殆
ん
で
淡
水
に
近
-

唯
其
の
外
海
に
近
い
方
が
牛
臓
牛
決
で
あ
っ
た
ビ
考
ふ

べ
き
で
あ
ら
う
｡


